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日田市議会議員選挙 投票日

４月24日 ㈰ 午前７時～
※閉鎖時間は投票所によって異なります。

 時間を確かめて投票してください。

一票の 向こうに見える 子の未来

選挙の資格
①平成３年４月25日までに生まれた人

②平成23年１月16日までに日田市に転入届出を行い、引き続き居

 住している人

期日前投票
 投票日に行けない人は、期日前投票を行ってください。

期間：４月18日㈪～23日㈯

時間：午前８時30分～午後８時（各振興局は午後７時まで）

場所：市役所３階３０２・３０３会議室

   天瀬・大山・前津江・中津江の各振興局会議室

   上津江体育館（上津江振興局内）

投票用紙の記入方法
・自書式投票です。投票したい候補者一人の氏名を、投票用紙に

 はっきり書いてください。

・氏名以外のことを書いた場合、内容によっては無効になります。

代理投票及び点字投票
 けがや身体の障がいなどで字を書くことができない人は、投票

所で係員に申し出れば、代理投票ができます。また、目の不自由

な人は、点字で投票することができます。

郵便での投票
 身体に重度の障がいがある人や要介護認定で要介護５と記載さ

れている人などは、郵便による投票ができます。

※郵便投票を希望する人は、事前に郵便投票証明の交付を受ける

 必要があります。

投票所の変更
 次の投票所は、場所が変更していますので注意してください。

 東部中学校柔剣道場（第４投票区） → 東部中学校体育館

選挙公報をご覧ください

 ４月20日ごろ、自治会長を通して選挙公報を配付します。

 市議会議員選挙は、私たちの毎日の暮らしと密接な関係

がある地方行政の代表者を選ぶ選挙です。よく読んで、一

人ひとりが棄権することなく、私たちの代表にふさわしい

人を選びましょう。

【問合せ】選挙管理委員会事務局 ☎２２－８２０９（市役所３階）

未
来
を
つ
く
る

 
 
あ
な
た
の
一
票
！
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行
政
組
織
の
変
更
・
改
正
点

１
﹁
市
長
室
﹂
を
﹁
総
務
課
秘
書
広
聴
係
﹂
に
移
管
。

２
﹁
広
報
室
﹂
を
﹁
企
画
課
広
報
係
﹂
に
移
管
。

３
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
に
﹁
事
業
推
進
係
﹂
を

新
設
。

４
森
林
保
全
課
の
﹁
企
画
管
理
係
﹂
と
﹁
森
林
環
境
係
﹂

を
﹁
森
林
整
備
係
﹂
に
統
合
。
ま
た
、
﹁
有
害
鳥
獣

対
策
係
﹂
を
新
設
。

５
﹁
体
育
保
健
課
﹂
を
﹁
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
﹂
と
﹁
学

校
給
食
課
﹂
に
改
編
。

人
事
異
動
︵
部
長
・
課
長
・
所
長
等
︶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
で
す
。

▼
総
務
企
画
部
長
︵
地
域
振
興
課
長
兼
ひ
た
生
活
領
事
館

イ
ン
福
岡
館
長
︶
原
田 

文
利

▼
総
務
課
参
事
︵
市
長
室
長
︶
戸
山 

智
彦

▼
企
画
課
参
事
︻
土
地
開
発
公
社
局
長
︼  

 
︵
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長
︶
佐
藤 

晃

▼
財
政
課
長
︵
財
政
課
主
幹
兼
財
政
係
長
︶
佐
藤 

公
明

▼
地
域
振
興
課
長
兼
ひ
た
生
活
領
事
館
イ
ン
福
岡
館
長

︵
税
務
課
課
長
補
佐
兼
税
制
窓
口
係
長
︶
安
達 

明
成

▼
情
報
課
長
︵
農
業
委
員
会
事
務
局
長
︶
黒
川 

清
人

▼
小
野
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︵
市
民
活
動
支
援
室
長
︶

 
坂
本 

幸
枝

▼
五
和
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︵
契
約
検
査
室
次
長
兼
用
度
係
長
︶

伊
藤 

京
子

▼
大
山
振
興
局
産
業
建
設
課
長
︵
大
山
振
興
局
産
業
建
設

課
課
長
補
佐
兼
産
業
振
興
係
長
︶
三
笘 

浩
二

▼
大
山
振
興
局
市
民
福
祉
課
長
兼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
長

︵
延
寿
寮
長
︶
江
藤 

明
正

▼
前
津
江
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
︵
森
林
保
全
課
長
︶

三
苫 

誠

▼
前
津
江
振
興
局
産
業
建
設
課
長
︵
林
業
・
木
材
産
業

振
興
課
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
︶
佐
藤 

昌
治

▼
中
津
江
振
興
局
長
兼
市
民
福
祉
課
長
兼
窓
口
サ
ー
ビ

ス
係
長
︵
中
津
江
振
興
局
長
兼
産
業
建
設
課
長
︶

 
�
野 

民
行

▼
中
津
江
振
興
局
総
務
振
興
課
長
︵
中
津
江
振
興
局
総

務
振
興
課
課
長
補
佐
兼
小
規
模
集
落
対
策
係
長
︶

 
川
津 

恵
二

▼
中
津
江
振
興
局
産
業
建
設
課
長
︵
中
津
江
振
興
局
産

業
建
設
課
課
長
補
佐
兼
産
業
建
設
係
長
︶
吉
本 

博
則

▼
上
津
江
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
︵
大
山
振
興
局

産
業
建
設
課
長
︶
嶋
� 

雄
児

日
田
市
の
人
事
異
動

 
市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
行
政
組
織
の
見
直
し

と
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 
平
成
22
年
９
月
に
副
市
長
に
就
任
し
た
穴
井

副
市
長
が
、
３
月
31
日
付
け
で
退
職
さ
れ
ま
し

た
。

総

務

企

画

部

地

域

振

興

部

穴
井
博
文
副
市
長

 
 
 

お
疲
れ
様
で
し
た
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▼
市
民
活
動
支
援
室
長
︵
企
画
課
主
幹
兼
国
際
交
流
係
長
︶

戸
田 

智
子

▼
市
民
環
境
部
長
︵
人
権
・
同
和
対
策
課
長
兼
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
所
長
︶
藤
田 

信
幸

▼
人
権
・
同
和
対
策
課
長
兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
所
長

︵
体
育
保
健
課
長
兼
前
津
江
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼

中
津
江
学
校
給
食
調
理
場
長
兼
上
津
江
学
校
給
食
調
理
場

長
兼
津
江
中
学
校
給
食
調
理
場
長
兼
大
山
学
校
給
食
共
同

調
理
場
長
兼
天
瀬
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
︶

 
穴
井 

豊
秋

▼
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
︵
財
政
課
長
︶

 
諌
山 

泰
之

▼
社
会
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

 
︵
こ
ど
も
未
来
室
長
︶
藤
原 

朱
美

▼
延
寿
寮
長
︵
淡
窓
図
書
館
長
︶
中
村 

文
博

▼
こ
ど
も
未
来
室
長
︵
こ
ど
も
未
来
室
次
長
兼
家
庭
支
援

係
長
︶
財
津 

光
和

▼
高
瀬
保
育
園
長
︻
課
長
級
︼
︵
こ
ど
も
未
来
室
主
幹
兼

高
瀬
保
育
園
長
︶
岡
部 

裕
美
子

▼
こ
ど
も
未
来
室
次
長
兼
光
岡
保
育
園
長
︵
中
央
公
民

館
主
幹
兼
指
導
係
長
︶
中
野 

寛

▼
こ
ど
も
未
来
室
次
長
兼
す
ぎ
っ
子
保
育
園
長

 
︵
す
ぎ
っ
子
保
育
園
主
幹
︶
宮
木 

淳

▼
こ
ど
も
未
来
室
次
長
兼
中
央
児
童
館
長
兼
松
原
児
童

館
長
兼
大
山
児
童
館
長
兼
天
瀬
児
童
館
長
︵
こ
ど
も

未
来
室
主
幹
兼
中
央
児
童
館
長
兼
松
原
児
童
館
長
兼
大
山

児
童
館
長
兼
天
瀬
児
童
館
長
︶
手
島 

千
惠

▼
こ
ど
も
未
来
室
主
幹
兼
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ
施
設
長

︵
あ
ま
が
せ
保
育
園
専
門
員
︶
日
野 

恵
子

▼
商
工
観
光
部
長
︵
商
工
労
政
課
長
︶
黒
木 

一
彦

▼
商
工
労
政
課
長
︵
商
工
労
政
課
課
長
補
佐
兼
消
費
生
活
・

労
働
福
祉
係
長
︶
�
倉 

謙
市

▼
林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
長
︵
森
林
保
全
課
課
長
補
佐

兼
企
画
管
理
係
長
︶
松
尾 

康
夫

▼
森
林
保
全
課
長
︵
農
業
振
興
課
課
長
補
佐
兼
基
盤
整
備

係
長
︶
北
口 

常
雄

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
︵
議
会
事
務
局
長
︶

 
�
瀬 

幸
男

▼
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
︵
生
涯
学
習
課
長
︶

井
上 

正
一
郎

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
︵
社
会
保
険
課
課
長
補
佐
兼
介
護

保
険
係
長
︶
吉
田 

孝

▼
学
校
給
食
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
前
津

江
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
大
山
学
校
給
食
調
理

場
長
兼
上
津
江
学
校
給
食
調
理
場
長
兼
津
江
中
学
校

給
食
調
理
場
長
兼
中
津
江
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

兼
天
瀬
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
︵
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
︶
穴
井 

安
夫

▼
淡
窓
図
書
館
長
︵
中
央
公
民
館
長
︶
島
崎 

誠
司

▼
議
会
事
務
局
長
︵
情
報
課
長
︶
長
嶋 

篤
太
郎

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
︵
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
次
長
兼
総
務
課
長
︶
�
倉 

誠
二
 

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
︵
上
津
江
振
興
局
長
兼
総
務
振

興
課
長
︶
阿
部 

祐
一

▼
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
長
︵
監

査
委
員
事
務
局
長
︶
小
野 

博
文

市

民

環

境

部

商

工

観

光

部

農

林

振

興

部

会

計

課

教

育

委

員

会

福

祉

保

健

部

議

会

事

務

局

監

査

委

員

事

務

局

農

業

委

員

会

事

務

局

日

田

玖

珠

広

域

消

防

組

合
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▼
松
尾 

俊
明
︵
総
務
企
画
部
長
︶

▼
手
嶋 
篤
︵
市
民
環
境
部
長
︶

▼
山
本 

宗
一
︵
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
︶

▼
後
藤 

清
︵
商
工
観
光
部
長
︶

▼
堤 

宣
廣
︵
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
︶

▼
熊
谷 

哲
郎
︵
企
画
課
参
事
︻
土
地
開
発
公
社
局
長
︼︶

▼
平
島 

博
︵
小
野
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︶

▼
川
浪 

勉
︵
五
和
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︶

▼
永
田 

哲
雄

 
︵
大
山
振
興
局
市
民
福
祉
課
長
兼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
長
︶

▼
長
谷
部 

仁
治
︵
前
津
江
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
︶

▼
江
田 

詳
︵
前
津
江
振
興
局
産
業
建
設
課
長
︶

▼
佐
藤 

潤
︵
中
津
江
振
興
局
総
務
振
興
課
長
︶

▼
上
山 

美
和
子

 
︵
中
津
江
振
興
局
市
民
福
祉
課
長
兼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
長
︶

▼
倉
嶋 

清
司

 
︵
社
会
福
祉
課
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
︶

▼
栗
秋 

直
美
︵
光
岡
保
育
園
長
︶

▼
木
山 

昭
美
︵
す
ぎ
っ
子
保
育
園
長
︶

▼
松
本 

隆
義
︵
税
務
課
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長
︶

▼
飯
田 

孝
則
︵
建
築
住
宅
課
課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長
︶

▼
石
橋 

正
昭
︵
広
報
室
長
︶

▼
坂
本 

千
代
美

 
︵
こ
ど
も
未
来
室
主
幹
兼
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ
施
設
長
︶

▼
川
浪 

和
子
︵
高
瀬
保
育
園
主
幹
︶

▼
柴
尾 

修
市
︵
下
水
道
課
主
幹
兼
管
理
係
専
門
員
︶

▼
田
中 

敬
子
︵
淡
窓
図
書
館
主
幹
兼
奉
仕
係
専
門
員
︶

▼
江
嶋 

公
明
︵
水
道
課
主
幹
兼
管
理
係
専
門
員
︶

▼
金
� 

孝
治
︵
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
︶

▼
永
瀬 

恭
治
︵
清
掃
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
︶

▼
大
分
県

 
︵
農
林
振
興
部
次
長
兼
林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
長
︶

 
吉
田 

清
士

▼
坂
本 

尚
子
 
 
企
画
課
主
事

▼
櫻
木 

悠
輔
 
 
税
務
課
主
事
補
 

▼
�
野 

恵
里
佳
 
税
務
課
主
事
補

▼
相
良 

亮
介
 
 
税
務
課
主
事
補

▼
權
藤 

香
織
 
 
情
報
課
主
事

▼
財
津 

麗
奈
 
 
市
民
課
主
事
補

▼
原
田 

尚
 
 
 
水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
主
事
補

▼
岩
見 

千
里
 
 
水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
主
事
 

▼
幸
野 

圭
将
 
 
こ
ど
も
未
来
室
主
事
補

▼
加
納 

明
日
香
 
高
瀬
保
育
園
保
育
士

▼
石
橋 

由
梨
香
 
光
岡
保
育
園
保
育
士

▼
坂
本 

香
代
 
 
な
か
つ
え
保
育
園
保
育
士

▼
三
苫 

公
敬
 
 
社
会
保
険
課
主
事
補

▼
飯
田 

文
俊
 
 
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
主
事

▼
樋
口 

和
久
 
 
農
業
振
興
課
技
師
補

▼
井
上 

正
浩
 
 
林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
主
事
補

▼
穴
井 

辰
征
 
 
土
木
課
技
師
補

▼
梶
原 

聡
 
 
 
下
水
道
課
技
師

▼
加
藤 

佑
子
 
 
教
育
総
務
課
主
事

▼
上
原 

翔
平
 
 
文
化
財
保
護
課
主
事
 

▼
溝
田 

直
己
 
 
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
主
事

▼
大
内 

美
樹
 
 
淡
窓
図
書
館
主
事
 

▼
山
田 

貴
裕
 
 
水
道
課
主
事
補

︻
問
合
せ
︼
総
務
課
職
員
係

☎
�
８
３
９
２
︵
市
役
所
４
階
︶

退
職
者
︵
３
月
31
日
付
け
︶

県
派

遣
︵
３
月
31
日
付
け
︶

採
用
︵
４
月
１
日
付
け
︶
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 【義 援 金】

 ・受付窓口

 市役所本庁舎１階 義援金受付所

 各振興局総務振興課 義援金受付所

 各振興センター 義援金受付所

 ・受付時間 午前８時30分～午後５時

  （本庁舎のみ、休日も受け付けます）

 ・受付期限 ４月22日㈮

 ※日本赤十字社大分県支部日田市地区（社会保険課内）では、期限以降も引き続き受付を行います。

 ・受付口座 口座番号 大分銀行日田支店 普通 5686740  口座名義 東北関東大震災

 ※口座振込は、手数料が掛かる場合がありますので、詳しくは、問い合わせください。

 ※義援金は、被災地の地方公共団体及び日本赤十字社を通じて、被災者の元へお届けします。

 ※職員が家庭を訪問して、義援金をお願いすることはありません。

 ・受付状況（４月５日までの分） 件数 約3,000件  金額 約4,400万円

 
 【住宅支援】

 ・市営住宅等の提供

  市では、被災者及び避難者を支援するため、市営住宅等の空き住戸の一部を提供することにしています。入居条

件は、被災者及び避難者それぞれの希望する期間によって違いますので、詳しくは、問い合わせください。

 ・民間住宅情報の提供

  被災者及び避難者に、民間の住宅提供情報をお知らせするため、受付を行っています。

  ３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により、お亡くなりになられた方々に対し

まして、衷心より哀悼の意を表すとともに、被災された方々及び福島第一原子力発電所

の事故により、避難所生活を余儀なくされている方々に対しまして、心よりお見舞いを

申し上げます。

  被災地の皆様の一刻も早い救援と一日でも早い復興を願い、市民の皆様のご協力により、

本市として可能な限り迅速に、義援金や救援物資の募集と送付を行ってまいりました。

  これまでの市民の皆様の温かいご支援・ご協力に、心より感謝申し上げます。

東日本大震災の被災地

    への支援を行っています
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 【救援物資】

   市では、３月16日に茨城県水戸市からの緊急要請に基づき、救援物資を輸送しました。

  また、中城体育館と各振興局を受付場所として、３月17日から25日までの間、市民の皆さんから多くの物資を

提供していただきました。多くの市民の皆さんのご厚意に、心より感謝申し上げます。

  被災地へは、大分県トラック協会及び同日田支部に委託し、10トントラック３台で救援物資の輸送を行うこと

ができました。積みきれなかった物資については、大分県を通して、被災された地方公共団体と調整を図りながら

輸送する予定です。

 ■提供していただいた物資の状況

 ■これまでに被災地に輸送した内容

52枚

183缶

1,212枚

4,000本

 11,200本

6,800枚

5,500個

7,500枚

6,000枚

6,000枚

470個

35,000点

 1,000本

720缶

1,000冊

523点

 8,704本

 722本

 11,298枚

 7,835個

 13,712枚

 9,231枚

 8,507枚

 1,344個

 76,097点

 832枚

 水

 その他飲料

 生理用品

 使い捨てカイロ

 紙おむつ（子ども用）

 紙おむつ（大人用）

 尿失禁用パッド

 ウェットティッシュ

 使い捨て容器

 毛布

ブルーシート

粉ミルク

紙おむつ（子ども用）

飲料水

 飲料水

生理用品

使い捨てカイロ

紙おむつ（子ども用）

紙おむつ（大人用）

尿失禁用パット

ウェットティッシュ

使い捨て容器

 野菜ジュース

缶詰

ノート

使い捨て容器

３月16日

 

３月22日

 

４月８日

茨城県水戸市

 宮城県亘理町

 宮城県亘理町

世界遺産登録に向け共に

取組を進めている水戸市

からの緊急要請に基づき

輸送

 大分県を通じて被災地の

希望する物資を輸送

 大分県を通じて被災地の

希望する物資を輸送

わたり

わたり

数量

数量内容

輸送物資輸送先の地方公共団体輸送日

【問合せ】総務課 ☎２２－８２０１（市役所４階）



82011. 4. 15 

市
民
と
ア
ー
ト
を
つ
な
げ
、
文
化

に
よ
り
再
生
し
た
都
市
の
調
査
研
究

 
 
 
 
 
 
�
倉
 
貴
子
さ
ん

  
昨
年
の
夏
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ

イ
ン
・
ト
ル
コ
を
巡
り
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に
、
酷
暑
や
湿
気
を

伴
っ
た
日
田
独
特
の
厳
し
い
夏
の

日
を
過
ご
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
幸
運
に
も
日
本
を
離
れ
、

極
め
て
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
し

て
い
つ
も
と
は
異
な
っ
た
視
点
か

ら
日
田
市
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

 
日
ご
ろ
市
民
活
動
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
何
の
た
め
に
活
動
を
し

て
い
る
の
か
、
自
分
た
ち
が
住
み
、

暮
ら
す
日
田
市
を
よ
り
良
く
・
楽

し
く
・
豊
か
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
よ
く
考
え
ま
す
。
単
純

に
海
外
の
都
市
を
真
似
す
れ
ば
良

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
日
田

に
は
ど
の
よ
う
な
都
市
計
画
・
ま

ち
づ
く
り
が
合
っ
て
い
る
の
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
街
を

歩
き
な
が
ら
感
じ
た
よ
う
に
、
世

界
を
代
表
す
る
ど
の
都
市
も
一
日

で
再
生
・
成
功
し
た
も
の
は
な
く
、

長
い
時
間
を
か
け
て
市
民
全
体
が

ま
ち
を
支
え
て
築
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
自
尊
心

や
プ
ラ
イ
ド
を
強
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 
こ
れ
ら
の
有
意
義
な
経
験
を
、

こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
市
民
活

動
︵
ま
ち
づ
く
り
︶
を
振
り
返
る

重
要
な
機
会
と
す
る
だ
け
で
な
く
、

今
後
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
行
く
日

田
市
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
、
大
い
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
に
学
ぶ
﹁
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
創
造

 
 
伊
藤
 
将
友
さ
ん
ほ
か
２
名

 
日
本
の
製
材
所
し
か
見
た
こ
と

の
な
い
﹁
井
の
中
の
蛙
﹂
の
私
が
、

欧
州
の
製
材
所
や
製
材
機
械
を
扱

う
メ
ー
カ
ー
、
ま
た
欧
州
の
優
良

企
業
を
見
学
し
、
経
営
方
針
や
労

働
環
境
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
話

を
聞
い
て
、
今
ま
で
の
既
成
概
念

の
み
で
行
動
す
る
こ
と
が
、
い
か

に
進
歩
の
な
い
こ
と
な
の
か
を
学

習
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
状
に

満
足
し
て
、
見
直
す
こ
と
に
目
を

向
け
な
い
姿
勢
や
、
理
解
は
で
き

て
い
る
け
れ
ど
理
由
を
付
け
て
実

行
に
移
さ
な
い
自
分
が
い
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。

 
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々

と
触
れ
合
い
、
自
分
を
客
観
的
に

見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
や
自
分
の
国
に
対
し
て
誇
り

を
持
つ
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
こ
と
を
よ
り
一
層
認
識
す
る
た

め
に
、
ま
た
再
確
認
す
る
た
め
に
、

自
分
の
知
識
や
知
恵
、
考
え
方
や

思
い
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
、
日
本
と
い
う
国
を
出
て
世
界

を
見
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
な
、

大
切
な
、
そ
し
て
尊
い
こ
と
で
あ

る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

 
研
修
を
終
え
て
か
ら
思
う
こ
と

は
、
﹁
な
ぜ
も
っ
と
若
い
と
き
に

世
界
を
見
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
。

﹁
機
会
が
あ
れ
ば
、
一
歩
踏
み
出

し
て
、
世
界
を
見
て
！
﹂

 
日
田
の
青
年
た
ち
に
、
こ
の
こ

と
を
強
く
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
小
企
業
憲
章
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
小
企
業

 
 
清
水
 
照
彦
さ
ん
ほ
か
４
名

 

 
中
小
企
業
が
い
か
に
生
き
残
り
、

経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
を

学
び
た
い
、
中
小
企
業
・
自
営
業

が
元
気
に
な
る
ヒ
ン
ト
が
な
い
か

と
思
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
小
企
業

を
見
て
き
ま
し
た
。

 
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
地
元
の
商
店

街
の
人
と
の
懇
談
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
移
民
問
題
や
商
店
街
の

治
安
な
ど
の
話
を
聞
け
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
中
に
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
で
も
盗
難
の
被
害
に
遭
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
安
全
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
水
と
安
全

は
タ
ダ
と
い
う
環
境
が
脅
か
さ
れ

た
場
合
の
リ
ス
ク
管
理
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

 

 
ド
イ
ツ
の
展
示
会
で
は
、
エ
コ

先
進
国
な
ら
で
は
の
省
エ
ネ
、
エ

 
市
で
は
、
国
際
化
社
会
に
対
応
し
た
人
材
育
成

や
市
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

青
年
海
外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
平
成
22
年
度
は
、
こ
の
取
組
に
４
グ
ル
ー
プ
が

参
加
し
、
３
月
24
日
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で
報
告
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
４
グ
ル
ー
プ
の
報
告
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

青
年
海
外
派
遣
事
業 

 
４
グ
ル
ー
プ
が
報
告
会
を
開
催

平
成
22
年
度
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❶

ネ
ル
ギ
ー
系
の
最
先
端
の
建
材
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
品

産
業
展
で
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
地

方
の
食
品
産
業
や
Ｂ
ｉ
ｏ
有
機
農

法
へ
の
取
組
を
見
ま
し
た
。
一
番

感
じ
た
の
は
、
展
示
会
文
化
で
す
。

冬
、
外
出
で
き
な
い
と
き
に
は
展

示
会
へ
出
掛
け
る
そ
う
で
す
。
日

田
で
は
新
し
い
展
示
会
場
が
な
く
、

当
社
で
も
大
き
な
展
示
会
を
催
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
以
前
行
わ

れ
た
﹁
ふ
る
さ
と
日
田
大
物
産
展
﹂

の
よ
う
に
、
日
田
の
み
ん
な
が
集

ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
冬
季
に
も
で

き
る
展
示
会
場
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
日
田
で
も
地
元

の
物
産
展
や
展
示
会
を
ど
ん
ど
ん

行
い
消
費
が
活
発
に
な
れ
ば
、
日

田
の
中
小
企
業
も
元
気
に
な
る
と

感
じ
ま
し
た
。

暮
ら
し
や
す
い
日
田
市
の
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

 
 
麻
生
 
弥
生
さ
ん
ほ
か
１
名

 
私
た
ち
は
、
社
会
保
障
以
外
の

部
分
で
﹁
日
本
﹂
、
そ
し
て
﹁
日

田
市
﹂
が
幸
せ
で
住
み
や
す
い
場

所
と
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
福
祉
先
進
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
本
研
修
の
目

的
と
し
ま
し
た
。

 
ま
ず
私
た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
は
人
々
の
﹁
幸
せ
な
暮
ら
し
﹂

を
支
え
る
独
自
の
取
組
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
、
本

研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

 
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
基
本

的
に
は
個
人
主
義
の
国
で
あ
り
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
、
各
々

が
や
り
た
い
こ
と
に
対
し
て
自
信

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
々
は
、
手
厚
い
社
会
保
障
を
礎

に
、
自
助
努
力
で
生
活
を
楽
し
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
を
体
感
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
一
方
、
日
本
に
は
、
助
け
合
い

の
精
神
が
色
濃
く
あ
る
こ
と
も
再

認
識
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

本
研
修
で
私
た
ち
が
得
た
大
き
な

学
び
で
し
た
。

 
研
修
を
終
え
て
、
私
た
ち
が
得

た
学
び
を
生
か
す
た
め
実
行
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
力
で
は
社
会

保
障
に
対
す
る
働
き
掛
け
は
難
し

く
て
も
、
日
本
の
文
化
を
大
切
に

し
、
日
本
に
は
ま
だ
少
な
い
﹁
個

の
尊
重
﹂
を
強
め
て
い
く
働
き
掛

け
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。

 
ま
た
、
訪
問
し
た
先
々
で
親
切

に
し
て
い
た
だ
い
た
経
験
か
ら
、

出
会
っ
た
人
の
行
い
が
、
そ
の
国

の
印
象
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
の
影
響
力
が
い
か
に

大
き
い
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

 
今
後
は
、
自
分
た
ち
が
日
本
人

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
日
田
市
民
で

あ
る
こ
と
を
よ
り
一
層
意
識
し
て

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
方
法
は
ま
だ
思

案
中
で
す
が
、
ま
ず
は
身
近
な
人

へ
伝
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■対象者 市内在住のおおむね

20歳以上40歳以下の人で構

成する３～５人のグループ

■研修期間

 原則10日以上

■研修場所

 ヨーロッパ

■補助金額 交通費と宿泊費に

係る金額の２分の１を補助

 （上限20万円）

■申込方法 希望する人は、必

ず、事前に企画課に問い合わ

せください。企画書等の書類

提出について、詳細を説明し

ます。

※海外派遣の際は、必要に応じ

て通訳を付けます。

■書類提出期限（第１次締切り）

 ５月27日㈮

■申込み・問合せ先

 企画課国際交流係

 ☎22－8227（市役所４階）

平成23年度

青年海外派遣事業の

参加者を募集します

ビ
 
 
オ

！！
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 市内のあちらこちらで、春の訪れを告げる桜が開花した。

  幾百もの細い枝が垂れ、妖艶な姿で有名な大原のしだ

れ桜も夜間ライトアップでその姿を披露。たくさんの見

物客が眺めたり、撮影をしたりするなど、その姿に見入

っていた。

  また、３月27日には、亀山公園で島内振興協議会の主

催による桜まつりが開催された。これは、亀山公園の桜

の開花と合わせて、地域の人たちとの交流を目的に毎年

開催されているもの。桜の開花が例年より遅く、満開の

桜は見ることができなかったが、出店やステージイベン

ト等が行われ、多くの人が訪れた。

春が来た！

早春のひたを駆ける

01. 夜間ライトアップされた満開の大原のしだれ桜
02. 桜並木の中を歩くのにもいい季節
 （いいちこ日田蒸留所で４月上旬ごろ）
03. 地域住民による出店も祭りを盛り上げる
 （亀山公園桜まつり）
04.花よりポテト!?（亀山公園桜まつり）

❶

❷ ❹

❸

 ３月13日、陸上競技場をスタート・

ゴールとする、第12回天領日田ひなま

つり健康マラソン大会が開催された。

 好天に恵まれたこの日、大会には市

内や県外から約1,420人のランナーが参加し、２キ

ロ・５キロ・10キロ・ハーフのコースに分かれて

タイムを競った。

 ハーフコースの高校生から39歳以下男子の部で、

３年連続１位となった日田市の後藤幸治さんは、

「年々、規模も大きくなり、大会を通して自分のス

テップアップにつながっている。来年も参加して、

４連覇を目指したい」と語った。
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 ３月20日、30メートル級の杉の木の伐採やしいた

けの駒打ちなどを体験する「どっぷり木こり体験の旅」

が行われた。

 このツアーは、都市部では体験できない林業を通し

て地域の活性化に結び付けようと、市や木材関連企業

などでつくる自主研究グループが企画したもので、福

岡県内から13人が参加した。

 福岡市内から参加した岡田恵里香さんは、「初めて

の体験ばかりで緊張したけど、伐採や駒打ちがうまく

いって良かった。景色はきれいだし、楽しかった」と

話した。

どっぷり木こり体験の旅

 日田市立小中学校教育環境整備検討委員会の答申に

基づき、中津江小学校と上津江小学校を統合し、津江

中学校との小中一貫教育制が導入されることになり、

３月24日、市役所で、市と中津江地区・上津江地区

代表者との確認書調印式が行われた。

 調印式では、平成24年４月１日から、中津江小学

校と上津江小学校を上津江小学校の位置で統合するこ

と、平成24・25年度に津江中学校の位置に新しい小

学校校舎を建設し、平成26年度から統合した小学校

と津江中学校による施設一体型の小中一貫校を開校す

ることなどが確認された。

中津江上津江地区の教育環境を整備

 ４月２日、ＪＲ日田駅をスタート・ゴールとするひ

たひこウォーキングが行われた。

 これは、ＪＲの利用促進と沿線地域の活性化を目的

として、駅を起点に地域の名所等をウォーキングしな

がら回るもの。

 日田駅を起点として行われた今回は、大原のしだれ

桜から慈眼山公園、いいちこ日田蒸留所、月隈公園、

豆田町の約12キロをウォーキング。桜が見頃の暖か

い天気の中、約500人が参加した。佐賀県嬉野市の清

田拓実くん（８歳）は、「坂を登るのがきつかった。で

も桜がとってもきれいで楽しかった」と話した。

春の風を感じながらウォーキング

01. 緊張しながら初めてのチ
ェーンソー体験
02. 昼食は、地元住民手作り
の温かい料理で
03. 慣れないしいたけの駒打
ち体験では、穴を開けるのも
一苦労

01. 春 の日ざしの中、家族そ
ろってウォーキング
02. 桜の木の下でちょっと一
休み
03. 最後は豆田の町並みを見
ながらＪＲ日田駅へ

❶

❶

❷

❸

❸

❸

❷
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基本目標Ⅱ【家庭では】

 互いに思いやり、協力し合う家庭づくり

 家庭生活では、いまだ家事の大部分を女性が担っ

ているという現状があり、男性の家事への参加を促

し、家庭での男女平等を推進していく必要がありま

す。

 また、高齢者やひとり親など、様々な理由で困難

を抱える人たちが、更に性別による差別を受けるこ

となく、安心して健康な生活を送ることができる環

境をつくっていくことが必要です。

重点課題１ 家庭における男女平等の推進

重点課題２ 安心して暮らせる環境の整備

基本目標Ⅰ【地域・社会では】

 ともに活躍する活力あるまちづくり

 地域・社会における人々の意識や行動には、慣行

や慣習に基づく差別や偏見、男女の役割に対する固

定的な考えがいまだ存在し、男女の多様な活動や能

力の発揮を妨げている状況があります。

 一人ひとりがお互いの考えや行動を尊重し、男女

が対話を通じて、協力し合う地域をつくっていく必

要があります。

重点課題１ 政策・方針決定の場への

             女性の参画推進

重点課題２ あらゆる暴力の根絶

重点課題３ 地域における男女共同参画の推進

重点課題４ 国際社会の一員としての

             男女共同参画の推進

☎２２－８２２７（市役所４階）

 
市
で
は
、
平
成
13
年
に
日
田
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、
様
々
な
施
策
を

総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

 
平
成
22
年
度
に
計
画
期
間
が
終
了
し
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
内
容
・
成
果
を
検
証

し
、
引
き
続
き
市
で
の
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
今
回
、
第
２
期
日

田
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

 
第
２
期
の
計
画
で
は
、
次
の
６
つ
を
計
画

の
理
念
と
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

①
男
女
の
差
別
を
な
く
し
、
お
互
い
を
大
切

 
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
考
え
方
に
と
ら
わ
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❶

基本目標Ⅳ【教育・学習の場では】

 男女平等教育・学習の環境づくり

 「人間らしく、自分らしく」生きたいと思うこと

は、人として基本的な権利です。「男だから・女だ

から」ということで自由な生き方や働き方ができな

いということがあってはいけません。

 生涯にわたり、あらゆる場で男女平等の視点に立

った教育・学習の充実を図り、人権の尊重や男女平

等の意識を形成していくことが重要です。

重点課題１ 男女平等の意識づくり

重点課題２ 学校における男女平等

             教育・学習の充実 

基本目標Ⅲ【職場では】

 生き生きと安心して働ける職場づくり

 職場では、男女が性別によって差別されることな

く、安心して働ける職場づくりに取り組む必要があ

ります。男だから、女だからという理由で、特定の

仕事や役割に偏ってはいけません。

 また、女性が結婚や出産、育児によって仕事を辞

めることなく、働き続けることができるよう育児や

介護などの支援の充実を図っていきます。

重点課題１ 働く場における男女平等の推進

重点課題２ 多様な労働形態における

               環境の整備

重点課題３ 仕事と生活との両立（ワーク・ライフ・

      バランス）への支援      

【問合せ】企画課男女共同参画推進・統計係

 
れ
ず
、
男
女
が
共
に
自
由
な
活
動
が
で
き

 
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
男
女
で
一
緒
に
考
え
、
決
め
、
行
動
し
ま

 
し
ょ
う
。

④
家
事
、
育
児
や
仕
事
、
地
域
活
動
な
ど
み

 
ん
な
で
お
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
教
育
を
す
す
め

 
ま
し
ょ
う
。

⑥
国
際
社
会
と
協
調
し
、
男
女
共
同
参
画
に

 
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 
そ
し
て
、
こ
の
計
画
の
理
念
を
達
成
す
る

た
め
、
﹁
地
域
社
会
﹂
﹁
家
庭
﹂
﹁
職
場
﹂
﹁
教

育
・
学
習
の
場
﹂
で
の
取
組
を
基
本
目
標
と

し
、
今
後
、
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

男女共同参画社会の実現を目指して



142011. 4. 15 

ステージイベント出演者募集
�とき

 ５月21日㈯・22日㈰

 午前10時から午後４時までの間の20分程度

�ところ 

 ＪＲ日田駅前特設ステージ

�申込方法 グループ又は個人名、代表者氏名、

連絡先、出演内容（バンド、ダンス、民謡など）、

曲名、希望日時を記載し、ファックスで申込み

（電話での申込みも可）

※イベントは、年齢や内容にかかわらず参加できます。

（既設の音響機器の利用が条件）

※出演料、交通費等の支給はありません。

�申込期限 ５月10日㈫

ハンギリ源平合戦参加者募集

 ハンギリ源平合戦とは、

特大の桶を使った水上競

技です。

 今年は、自作のハンギ

リで出場可能です。

 皆さんの参加をお待ち

しています。

�とき ５月21日㈯

    午後１時～３時（正午受付開始）

�ところ 三隈川河畔（京町児童公園前）

�参加資格 高校生以上の健康な人で、川に落ち

てぬれてもよい人

�競技

・自作ハンギリの部（個人戦）

・団体の部（２人１組）

�申込方法

・個人の部 競技者氏名、住所、連絡先を電話又

はファックスで申込み

・団体の部 団体名、代表者氏名と連絡先を電話

又はファックスで申込み

 市では、新たな財源を確保し、市民サービスの

向上や地域経済の活性化を図るため、市の所有す

る資産に広告を掲載し、広告料を得る「日田市有

料広告事業」を４月から実施します。

 市民の皆さんの大切な資産を活用し、得られた

広告料収入は、市政の財源として有効に役立てま

す。

広告主を募集
�募集する広告媒体・募集期限

・市ホームページバナー広告

 ５月16日㈪

・市情報センター自主放送（動画・静止画広告）

 随時（放送希望日の30日前までに申込みが必要）

協働発行事業者を募集
�募集する広告媒体・募集期限

・暮らしの便利帳協働発行 ４月28日㈭

※申込みには、要件があります。また、各広告媒体に

よって募集内容が異なりますので、詳しくは市ホー

ムページをご覧ください。

※その他の広告媒体は、随時、実施していく予定です。

�とき ４月29日㈷

 午前10時～（開会式）

�ところ

 椿ケ鼻ハイランドパ

 ーク（前津江町）

�内容

 神事・式典、宝探し、

 アトラクションなど

日田川開き観光祭 

    イベント参加者募集

【問合せ】日田まつり振興会事務局       
（観光・ツーリズム振興課内）☎�８２１０

�８３２８

第44回         

 津江山系釈迦連峰山開き

【問合せ】前津江町まつり実行委員会      
  （前津江振興局産業建設課内）☎�２１１１

イベント

有料広告事業を始めます

【問合せ】企画課広報係 ☎�８６２７

募 集
募 集

市 政 情 報
ピックアップ

市政情報ピックアップは、市民の皆さんの生活に役立ついろいろな情報を紹介するコーナーです。

FAX
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耐震補助制度

�対象 昭和56年５月31日以前に着工した木造一戸建て住宅

    （店舗部分が延べ面積の２分の１未満の併用住宅を含む）

 

アスベスト分析調査補助制度
�対象 吹付けアスベスト等が施工されているおそれがある市内の民間建築物

    （解体を予定している建物は対象外）

 ※各補助制度の利用を希望する場合は、必ず、事前に問い合わせください。

平成23年度 耐震及びアスベストに関する補助申請の受付開始

【問合せ】建築住宅課指導審査係 ☎�８２２６

お知らせ

一般財団法人 日田市公民館

運営事業団職員募集

【問合せ】日田市公民館運営事業団事務局（中央公民館内）☎�５７８６

募 集

 上津江公民館は、４月１日から

上津江振興局内に移設しました。

新しい連絡先は次のとおりです。

�住所

 日田市上津江町川原2710

 （上津江振興局内） 

�電話 �２０４３

�FAX �２７２８

上津江公民館が移設

【問合せ】生涯学習課管理係   

 （中央公民館内）☎�６８６８

お知らせ

耐震診断費用の３分の２（限度額３万円）

耐震改修工事費用の２分の１（限度額60万円）

※所得税の控除対象となります。

耐震改修工事費用の２分の１

（限度額30万円又は40万円）

住宅の耐震性能の診断

耐震基準値に満たない強度の住宅を、耐震

基準値以上の強度に改修する工事

耐震基準値に満たない強度の住宅を、一定

以上の強度に改修する簡易な工事  など

耐震診断補助

耐震改修補助

簡易耐震改修補助

※住宅の工法や階数によって補助の対象とならない場合があります。

※この制度は、木材支給制度などの住宅リフォーム補助との併用が可能です。

 例：耐震改修補助（上限額60万円）＋ 木材支給（上限額20万円分）

対象項目補助制度 補助金の額

分析調査費用の10分の10（限度額25万円）
吹付け建材のアスベスト含有の有無の分析

調査

アスベスト分析

事業補助

対象分析調査補助制度 補助金の額

�職種 公民館主事

�採用数 ３人程度

�資格 市内在住の人又は７月１日までに市内に居住見込みの人

�選考方法

 ①書類選考 ②一次試験（筆記試験、

５月22日㈰ 中央公民館） ③二次試

験（面接・小論文)

�申込方法 申込書と必要書類を、公民

館運営事業団事務局に提出

※申込書は、事務局及び各地区公民館に備え

付けています。

�申込期限

 ５月２日㈪（土・日曜日、祝日を除く）

午前９時～午後５時
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日田市情報センター番組放送
時間帯のご案内

（デジタル11・アナログ５ch）

 6：00～ 週刊日田市ニュース

  「話題のひろば」

 12：00～ 週刊日田市ニュース

  「話題のひろば」

 14：00～ 特集番組

 18：00～ 週刊日田市ニュース

  「話題のひろば」

 19：00～ 特集番組

 21：00～ 週刊日田市ニュース

  「話題のひろば」

 22：00～ 特集番組

※ＫＣＶ加入者（デジタル11・アナ

ログ３チャンネル）は、毎週土・

日曜日午後７時から「話題のひろば」

がご覧になれます。

テレビ（地デジ）の準備は、
お早めに！

平成23年７月24日、地上テレビ放送

は完全にデジタル放送に移行し、ア

ナログ放送は終了します！

 デジサポ大分

 ☎ 0 9 7 － 5 1 5 － 8 3 0 0

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

日田市役所   ☎２３－３１１１

天瀬振興局   ☎５７－８２０１

大山振興局   ☎５２－３１０１

前津江振興局  ☎５３－２１１１

中津江振興局  ☎５４－３１１１

上津江振興局  ☎５５－２０１１

くらしの情報

日
田
市
高
校
生
就
学
援
助

 
 
 
 
 
 
 
補
助
事
業

■
補
助
対
象
 
市
内
の
高
等
学
校

に
就
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
で
、

下
宿
等
に
係
る
費
用
を
支
払
っ

て
い
る
人
の
う
ち
、
市
内
在
住

で
、
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税

を
完
納
し
て
い
る
人

■
補
助
対
象
費
用
 
下
宿
︵
部
屋

代
・
食
費
︶、
学
校
寮
︵
寮
費
・

食
費
︶
、
ア
パ
ー
ト
・
親
戚
宅

等
︵
家
賃
・
食
費
相
当
額
︶

 

※
食
費
相
当
額
は
、
１
人
に
付
き

２
万
５
０
０
０
円︵
定
額
︶で
す
。

 

※
い
ず
れ
も
、
電
気
代
等
の
管
理

費
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額
︵
月
額
︶
 

 
補
助
対
象
費
用
か
ら
３
万
５
０

０
０
円
を
控
除
し
、
１
０
０
円

未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額

 
・
上
限
額
 
月
額
１
万
３
０
０
０
円

■
申
請
期
限
 
５
月
31
日
㈫

※
６
月
以
降
に
下
宿
等
の
利
用
を

開
始
し
た
場
合
は
、
開
始
日
の

属
す
る
月
の
末
日
ま
で

※
申
請
書
は
、
左
記
及
び
各
振
興

局
に
あ
り
ま
す
。

 

学
校
教
育
課
学
務
係

☎
�
８
２
２
１
︵
市
役
所
別
館

３
階
︶

  

小
学
校
新
１
年
生
は

子
ど
も
医
療
費
の
登
録
申
請
を

 

 
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
医
療

費
︵
中
学
生
は
入
院
時
の
み
︶
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 
４
月
に
入
学
し
た
小
学
校
新
１

年
生
に
は
、
各
学
校
か
ら
登
録
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
左
記
又
は

各
振
興
局
に
提
出
し
、
受
給
資
格

者
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
�
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

   

掘
削
土
の
受
入
先
を

 
 
 
 
 
探
し
て
い
ま
す

  

大
分
県
で
は
、
公
共
工
事
で
発

生
す
る
掘
削
土
の
受
入
先
を
探
し

て
い
ま
す
。
所
有
す
る
土
地
の
か

さ
上
げ
や
埋
め
土
を
考
え
て
い
る

人
は
、
左
記
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
土
地
に
植
栽
・
植
林
さ
れ
て

い
る
場
合
で
も
可
能
で
す
。

 

大
分
県
日
田
土
木
事
務
所
建
設

課
道
路
班
 
☎
�
２
１
４
１

日
田
市
法
定
外
公
共
物
︵
里

道
・
水
路
︶
の
維
持
管
理

  

 
市
民
生
活
に
密
着
し
た
里
道
・

水
路
の
維
持
管
理
は
、
現
在
、
日

田
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関

す
る
条
例
に
よ
り
、
生
コ
ン
等
の

原
材
料
支
給
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

平
成
23
年
度
か
ら
原
材
料
支
給

制
度
に
加
え
て
、
市
が
直
接
施
工

で
き
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

■
特
例
の
対
象
要
件

 

・
市
民
の
生
命
・
財
産
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

た
と
き

 

・
地
元
利
用
者
︵
自
治
会
、
青
壮

年
会
、
農
地
組
合
、
水
利
組
合

等
︶
に
お
い
て
維
持
管
理
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
た
と
き

※
希
望
す
る
場
合
は
、
左
記
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当
職
員

が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。 

 
土
木
課
河
川
水
路
係

 

☎
�
８
２
１
６
︵
市
役
所
５
階)

      

在
宅
高
齢
者
の
住
宅
改
造
資

金
助
成
・
融
資
を
行
い
ま
す

 
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

■
内
容
 
住
宅
改
造
が
必
要
な
身

体
状
況
の
在
宅
高
齢
者
が
い
る

住
宅
を
、
高
齢
者
に
適
す
る
よ

う 

に
改
造
す
る
経
費
の
一
部
を

助
成

 

■
対
象
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
前
年
の
世
帯
全
員
の
所
得

税
額
が
14
万
円
以
下
の
人 

 

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
、
要

介
護
と
認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

 

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上

の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

 

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

 

■
助
成
対
象
工
事
 
玄
関
︵
他
の

室
外
へ
の
出
入
口
︶
、
浴
室
、

便
所
、
廊
下
、
台
所
、
階
段
な
ど

■
助
成
額
 
基
準
額
の
３
分
の
２

以
内
︵
基
準
額
の
上
限
は
60
万

円
。
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
介
護
保
険
の
住
宅
改

修
を
含
む
︶

■
申
込
期
限
 
５
月
20
日
㈮

住
宅
改
造
資
金
の
融
資

■
対
象
 
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が

居
住
す
る
住
宅
を
改
造
し
よ
う

問問

問

問

問
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募
集

と
す
る
人

■
資
格
 
市
税
を
完
納
し
て
い
て

75
歳
ま
で
に
返
済
可
能
な
人

 
■
融
資
額
 
１
世
帯
250
万
円
以
内

■
利
率
 
年
2.50
％

 

■
返
済
方
法
 
融
資
月
の
翌
月
か

ら
10
年
以
内
の
元
金
均
等
払
い

■
連
帯
保
証
人
 
１
人
必
要

■
申
込
期
間
 
随
時

 

※
い
ず
れ
も
、
工
事
着
工
前
に
手

続
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
事

前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

社
会
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
�
８
２
６
４
︵
市
役
所
１
階)

  

献
血
に
ご
協
力
を

  

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
日
田
青
年
会
議
所
主
催

  

４
月
24
日
㈰

 

・
午
前
10
時
～
午
後
１
時

 

 
午
後
２
時
～
４
時
30
分

 

 
 
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

 

 
 
サ
ニ
ー
日
田
店

 

・
午
前
10
時
～
正
午

 

 
午
後
１
時
～
４
時
30
分

 

 
 
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
日
田
店

 

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
、
受
付
時
に
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

※
当
日
の
問
診
や
各
血
液
型
の
供

給
状
況
に
よ
っ
て
は
、
献
血
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
皆
さ
ん
の
献
血
を
無
駄
に
せ
ず
、

最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
継

続
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内
︶

☎
�
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

  

付
加
年
金
で
年
金
額
の
増
額
を

   
 
月
々
の
国
民
年
金
定
額
保
険
料

︵
平
成
23
年
度
は
１
万
５
０
２
０

円
︶
に
、
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

 

※
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
込

み
月
分
か
ら
と
な
り
、
定
額
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
付

す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

 

■
付
加
年
金
の
計
算
式
︵
年
間
の

年
金
受
取
額)

 
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数

◯
 付
加
保
険
料
を
10
年
間
︵
１

２
０
月
︶
納
め
た
場
合

 

・
納
付
額
 
４
０
０
円
×
10
年

 

 
＝
４
万
８
０
０
０
円
︵
10
年
分)

 

・
１
年
間
に
受
け
取
る
付
加
年
金
額

２
０
０
円
×
10
年
分

 

 
＝
２
万
４
０
０
０
円
︵
年
額)

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係
 

☎
�
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
�
６
１
７
４

  

肝
炎
治
療
の
医
療
費
助
成

   

■
対
象

 

・
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

除
去
を
目
的
に
行
う
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
︵
保
険
適
用
分)

 

・
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
し

て
行
わ
れ
る
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製

剤
治
療
︵
保
険
適
用
分)

 

※
助
成
期
間
は
原
則
、
助
成
開
始

か
ら
１
年
間
で
、
助
成
額
は
対

象
者
の
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

大
分
県
西
部
保
健
所

 

☎
�
３
１
３
３

  

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査

■
検
査
受
診
方
法

 

・
保
健
所
が
実
施
す
る
無
料
検
査

 

 
保
健
所
に
事
前
に
電
話
で
予
約

 

・
医
療
機
関
で
実
施
す
る
無
料
検
査

 

 
保
健
所
が
発
行
す
る
﹁
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
受
診
票
﹂
を
希
望

す
る
医
療
機
関
に
提
出
︵
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
︶

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

大
分
県
西
部
保
健
所

 

☎
�
３
１
３
３

  

全
日
本
漢
詩
大
会
栃
木
大
会

 
 
 
 
 
 
漢
詩
を
募
集

  

 
咸
宜
園
と
共
に
、
足
利
学
校
の

世
界
遺
産
登
録
推
進
に
取
り
組
む

栃
木
県
足
利
市
で
は
、
今
年
、
全

日
本
漢
詩
大
会
栃
木
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
か
ら

漢
詩
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

■
題
 
﹁
山
﹂︵
自
由
題
も
可
︶

 

■
規
定
 
形
式
は
七
言
絶
句
、
一

人
に
つ
き
一
首
の
み

■
参
加
費
︵
応
募
料
︶

  

１
０
０
０
円
︵
高
校
生
以
下
無
料
︶

※
納
入
方
法
は
郵
便
振
替
の
み
。

■
申
込
方
法

 

 
所
定
の
応
募
用
紙
で
栃
木
県
漢

詩
連
盟
事
務
局
に
申
込
み

※
応
募
用
紙
は
、
世
界
遺
産
推
進

室
に
あ
り
ま
す
。

 

■
申
込
期
限

 

 
６
月
30
日
㈭
︵
当
日
消
印
有
効)

 

※
栃
木
県
漢
詩
連
盟
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
手
紙
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

栃
木
県
漢
詩
連
盟
事
務
局

全
日
本
漢
詩
大
会
担
当

 

〒
３
２
６-

０
８
１
３

 

足
利
市
昌
平
町
２
３
３
８

史
跡
足
利
学
校
事
務
所
内

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶

０
２
８
４-

４
１-

２
０
８
２

 

世
界
遺
産
推
進
室

☎
�
０
２
６
８

 

日
田
の
川
を
考
え
る
会

 
 
 
 
 
 
 
会
員
募
集

  

 
こ
の
会
は
、
市
内
の
河
川
環
境

に
関
す
る
意
見
交
換
や
河
川
敷
の

清
掃
活
動
、
小
学
生
対
象
の
自
然

体
験
学
習
﹁
川
の
楽
校
﹂
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
は

が
き
又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み

※
申
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
年
会
費
 
１
０
０
０
円

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
水
環

境
係

☎
�
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

 ︵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶

 k
a
n
k
y
o
@

c
ity

.h
ita

.o
ita

.jp

 

問

問

問問問

問

問

次回の広報ひた５月１日号は、５月２日㈪に発送します。

例

が
っ
こ
う
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相
談
会
場
を
募
集

認
知
症
の
人
を
抱
え
る

家
族
・
介
護
者
へ
の
相
談
会

  

 
相
談
会
で
は
、
認
知
症
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
が
、
市
内
の
公
民
館
な

ど
を
訪
問
し
、
認
知
症
の
人
を
介

護
す
る
家
族
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

■
開
催
期
間
  

６
月
～
９
月

■
申
込
期
限
 
５
月
31
日
㈫

 

日
田
市
認
知
症
支
援
体
制
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

☎
�
０
２
４
８
︵
東
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
︶

 

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 

☎
�
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

 

博
物
館
野
外
教
室

 
博
物
館
で
は
、
講
師
を
派
遣
す

る
野
外
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
地
域
づ
く
り
や
総
合
学
習
な
ど

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
メ
ニ
ュ
ー
 
①
星
空
観
察
②
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
③
昆
虫
教

室
④
自
然
・
植
物
観
察

 

■
講
師
料

 

 
６
０
０
０
円
︵
講
師
謝
礼)

 

※
総
合
学
習
な
ど
で
講
師
の
金
額

が
決
ま
っ
て
い
る
事
業
や
メ
ニ

ュ
ー
の
内
容
等
に
関
す
る
相
談

な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 
博
物
館
 
☎
�
５
３
９
４

県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭

  

こ
の
祭
り
は
、
県
民
の
誰
も
が

気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
�
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

      

昆
虫
教
室
を
開
催 

  ■
と
き
 
５
月
か
ら
８
月
ま
で
の

う
ち
、
計
４
回
︵
毎
月
第
２
土

曜
日
の
予
定
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
募
集
数
 
約
20
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
募
集
期
限
 
４
月
25
日
㈪

※
内
容
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 
博
物
館
 
☎
�
５
３
９
４

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

■
と
き
 
５
月
８
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 
︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員

 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

日
田
公
証
役
場
 
☎
�
６
７
５
１

の
び
の
び
発
達
相
談
︵
子
ど

も
の
発
達
相
談
会
︶
 
無
料

  

■
と
き
 
４
月
22
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

イ
ベ
ン
ト

相
談

くらしの情報

問 問

問

問

問

開催種目 期日 会場 参加対象 参加費 申込期限担当者名 問合せ先

大分県卓球バレ
ー協会
（上田正和）

水郷日田クラブ
（藤波正男）

日田市ゲートボ
ール協会
（杉野美代子）

日田市グラウン
ドゴルフ協会
（松並好美）

玖珠町体育指導
委員協議会
（森 晋平）

九重町教育委員会
（河島大輝）

日田市教育委員会
（尾熊利昭）

大分県フォーク
ダンス連盟
（穴井純成）

日田市インディ
アカ協会
（小野忠士）

日田市ラグビー
協会
（児塔基司）

くす・ひたウォ
ーキング協会

大分県ソフトバ
レーボール連盟
（宮崎正俊）

大分県武術太極
拳連盟
（安部哲也）

卓球バレー

ターゲット・バ
ードゴルフ

ゲートボール

グラウンド・ゴ
ルフ

パークゴルフ

綱引き

ビーチボール

フォークダンス

インディアカ

タグラグビー

ウォーキング

ソフトバレーボ
ール

武術太極拳

日田支援学校体育館

陸上競技場

三和スポーツ広場

萩尾公園自由広場

三日月の滝温泉パ
ークゴルフ場
（玖珠町）

九重文化センター
体育館（九重町）

中城体育館

総合体育館剣道場

東部中学校体育館

陸上競技場

伐株地蔵車道登り
口駐車場
（玖珠町）

総合体育館

総合体育館剣道場

どなたでも

18歳以上

どなたでも

小学生以上

〃

どなたでも

〃

〃

〃

小学生以上

どなたでも

18歳以上

どなたでも

無料

一人300円

一人300円

一人300円
小学生無料

一人500円
小学生以下
一人300円

１チーム
1,000円

無料

一人300円
高校生以下
一人100円

１チーム
1,000円

無料

一人500円

一人500円

５月７日㈯

〃

５月８日㈰

〃

〃

〃

〃

〃

５月15日㈰

〃

〃

５月29日㈰

〃

４月28日
（当日可）

４月23日

４月24日

５月１日

４月28日

５月２日

４月28日

５月６日
（当日可）

５月10日

５月８日

当日

５月23日

４月30日

0977-66-0277

22-5174

22-7526

24-1067

0973-72-6880

0973-76-3823

22-8222

22-8031

23-5339

23-0202

0973-72-1313

090-1976-9923

097-597-1233

会員一人200円
一般一人400円
高校生以下
一人100円
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タ
ウ
ン
情
報

 

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 

■
相
談
員
 
医
師
、
作
業
療
法
士
、

 

保
育
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど

■
相
談
内
容

 

・
動
き
が
激
し
い
、
こ
だ
わ
り
が

強
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

い
な
ど
、
子
ど
も
の
発
達
や
子

育
て
に
関
す
る
相
談

 

・
発
音
が
お
か
し
い
、
ど
も
り
が

あ
る
、
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
な

ど
、
言
葉
に
関
す
る
相
談

■
申
込
方
法

 

 
事
前
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
４
月
20
日
㈬

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
�
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
︶

 

不
動
産
市
民
相
談
室
 
無
料

  

■
と
き
 
５
月
10
日
㈫

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

市
民
活
動
支
援
室

■
相
談
員

 
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
︵
宅
建

協
会
役
員
︶

■
相
談
内
容

 
不
動
産
取
引
に
関
わ
る
一
般
相

談
︵
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必

要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

 

☎
�
２
１
０
３

 

無
料
弁
護
士
相
談
会

 

■
と
き
 
５
月
11
日
㈬

  
午
後
１
時
～
５
時

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

■
申
込
開
始
日

 

 
４
月
25
日
㈪
 
午
前
８
時
30
分

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
�
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

 

 

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

︱
春
の
川
辺
り
散
策
︱

□
と
き
︵
小
雨
決
行
︶

 

 
５
月
１
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
受
付
開
始

 

□
集
合
場
所
 
慈
眼
山
公
園

 

※
駐
車
場
は
、
河
川
敷
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

□
内
容
 
花
月
川
沿
い
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
︵
約
６
キ
ロ
、
午
前
中

で
終
了
予
定
︶

□
参
加
費
 
小
学
生
以
上
２
０
０

円
︵
保
険
料
含
む
︶

※
飲
み
物
、
タ
オ
ル
等
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
参
加
賞
有
り
。
ま
た
、

簡
単
な
ク
イ
ズ
も
楽
し
め
ま
す
。

 

□
問
合
せ
 
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
︵
小
野
︶／

 

 
☎
０
８
０-

１
７
３
２-

４
９
３
７

 

﹁
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
﹂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 in
ひ
た

□
と
き
︵
雨
天
決
行
︶

 

 
５
月
８
日
㈰

 

 
午
前
９
時
30
分
集
合
、
午
前
10

時
出
発
︵
午
後
１
時
終
了
予
定)

□
と
こ
ろ

 
日
田
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
︵
市
内
を
10
キ
ロ
歩
行
し
た

後
、
駅
前
で
解
散
︶

□
対
象

 
年
齢
を
問
わ
ず
10
キ
ロ
歩
行
の

可
能
な
人
︵
車
い
す
の
人
等
も

歓
迎
︶

 

□
参
加
費

 
大
人
・
大
学
生
５
０
０
円
、
中

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小
学

生
以
下
１
０
０
円

 

※
傷
害
保
険
料
、
運
営
費
を
含
む
。

□
問
合
せ

 

 
昭
和
学
園
高
校(

坂
本
・
五
島)

／
☎
�
８
７
３
７

第
４
回
水
郷
ひ
た
三
隈
川
ボ
ー
ト

大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

 

□
と
き
・
と
こ
ろ
 
５
月
15
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
京
町
児
童
公
園
前

河
川
敷

 

・
練
習
会
 
５
月
14
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 
三
隈
大
橋
下
河
川
敷

□
対
象

 

 
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
︵
漕
ぎ
手

４
人
、
舵
取
り
１
人
︶

 

□
内
容

 

 
銭
渕
橋
か
ら
下
流
３
０
０
メ
ー

ト
ル
の
順
位
決
定
レ
ー
ス
︵
ナ

ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
艇
を
使
用
︶

 

□
参
加
費

 
２
０
０
０
円
︵
保
険
料
を
含
む)

 

□
申
込
方
法

 
事
前
に
電
話
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
５
月
６
日
㈮

□
問
合
せ
 
日
田
市
ボ
ー
ト
協
会

︵
渡
辺
︶／
☎
０
９
０-

１
５
１
３-

６
８
９
９

問

問問

無関心の罪

  「愛の反対は何ですか？」と尋ね

られたらどう答えますか。

  多分ほとんどの人が「憎しみ」と

答えると思います。しかし、貧しい

人々の救済のために尽くし、ノーベ

ル平和賞を受賞したマザー・テレサ

は、「愛の反対は憎しみではなく、

無関心です」と言ったそうです。

  憎しみは、相手の存在を認めてい

ます。いつかは愛に変わるかもしれ

ません。しかし、無関心は存在を認

めないことであり、決して愛には変

わりません。

  私たちの身の回りには、様々な人

権侵害や差別があります。ほとんど

の人がそのことに気付いていると思

います。しかし、多くの人は「自分

は差別をしていないし、受けていな

いので関係ない」という無関心な態

度をとっているのではないでしょう

か。

  人権侵害や差別は、差別した人と

差別された人だけの問題ではありま

せん。差別があるのに知ろうとしな

い、見ようとしない、考えようとし

ない、無関心な態度は、差別を容認

し広げていきます。

  人権問題は、無関心、他人ごとで

は決して解決しません。人権問題を

自らの問題として考え、関心を持ち、

学び、理解を深めること、それが人

権侵害や差別をなくす第一歩です。

 【問合せ】

 人権啓発センター

☎22－8017（市役所別館１階）

こころちゃん

人権コラム

心、豊かに

か
じ



202011. 4. 15 

【問合せ】地域保健課健康支援係 ☎24－3000（ウェルピア内） 社会保険課国保･年金係 ☎22－8271（市役所１階）

 天瀬振興局市民福祉課 ☎57－8204 大山振興局市民福祉課 ☎52－3101 前津江振興局市民福祉課 ☎53－2111

 中津江振興局市民福祉課 ☎54－3111 上津江振興局市民福祉課 ☎55－2011

毎日の健康づくりに役に立つ情報を提供します。 健康いちばん

  特定健診は、メタボリックシンドロームを早期に発見し、糖尿病や高血圧など

の生活習慣病を予防・改善することを目的とした健康診査です。

  １年に１回、必ず受けましょう。

対象は？

 国民健康保険や健康保険組合などの医療保

険に加入する40歳から74歳までの人

検査内容は？ 

 ・身体測定（身長、体重、BMI、腹囲）

 ・診察

 ・血圧測定

 ・尿検査（尿糖、尿蛋白）

 ・血液検査

  脂質検査

  （中性脂肪、HDLコレステロール、  

 LDLコレステロール）

  血糖検査

  （空腹時血糖、HbA1c）

 肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）

持参するものは？

  特定健診受診券、保険証

※健診日程や料金など詳細は、広報ひた５月１日

 号でお知らせします。

特定健診の体験談

  毎年、職場で健診を受けてい

ましたが、40歳代半ばで血圧

とコレステロールが高いと言わ

れるようになりました。

  50歳代になった今は、服薬

治療中ですが、毎日妻とウォー

キングをするなどして、これ以

上病気にならないよう頑張って

います。

  今年も必ず健診を受けて、自

分の体と向き合いながら、健康

づくりをやっていこうと思いま

す！

手遅れにならないために

   国民健康保険に加入している私も、

特定健診を無料で受けることができま

した。がん検診も一緒に受けましたが、

料金も安く、一度にいろいろな健診を

済ませることができ、とても良かった

です。

  健診の結果、特定保健指導（※）の

対象となったのですが、保健師さんに

後押しされ、少しずつ生活習慣の改善

に取り組めるようになりました。今で

は、体重もウエストも減り、体調が良

くなったのを実感しています。

保健指導がやる気の後押しに！

（※）特定保健指導とは、特定健診の結果を判定基準に照らし合わせて選出された人に、医師や保健師、管理栄養士などが、個

   人の健康状態や生活状況に合わせた保健指導を行うものです。

社会保険に加入する

Ｂさん

    （50歳代）

国民健康保険に加

入するＡさん

    （60歳代）

健診は、公民

館などで行い

ます。

検診バスでは、

がん検診もでき

るんですよ～！
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今月は、上津江診療所 山崎世紀先生です。 

 

   始めまして。花粉が飛びまくる

上津江から山崎がお届けします。

  私は、上津江に来て９年目。診

療所では内科、外科を標榜してい

ます。患者さんの大半が高齢者で

すが、皆さんと大きな声で話 をす

るのも私の楽しみの一つです。

  また、診療所では、電気治療器

も徐々に充実し、できる範囲の手術（縫合）、骨折固定、

胃カメラ等も行っています。「皆さんが健康で笑顔で、

生活できること」を私の人生の目標にしていますが、

私がいることで少しでも安心感を持ってもらえれば…。

と日々奮闘しているところです。

  さて、黄砂が飛来し始めると、くしゃみ、眼のかゆ

み、鼻水に悩まされる私ですが、花粉症でお困りの方

もたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。

  花粉などの生態に本来有害ではない物質（アレルゲ

ン）が、鼻、眼、皮膚、呼吸器にくっ付くと、体の免

疫が過剰に反応し、異物に対抗するIgE抗体が作られ

ます。すると、アレルゲンがIgE抗体にもくっ付き、

びっくりしたIgE抗体は、こりゃ大変！とばかりに肥

満細胞と合体。肥満細胞はヒスタミンなどのかゆみ物

質を放出しますので、その結果、かゆみ、腫れ等のア

レルギー症状が出るわけです。

  アレルギーにはいろいろな予防・治療があります。

①アレルゲンの侵入を防ぐ（マスクをする、外出時

 の衣類や寝具の手入れ、空気清浄機の使用など）

 ②アロマセラピー（ハーブから抽出した精油《天然

 成分で作られたものが良い》を薄めて使用）

 ③免疫力を高める（よく眠り、ストレスのない生活

 を）

 ④減感作療法（アレルゲンエキスを体内に入れる方

 法。ただし、民間療法ではなく病院で必ず確認を）

 ⑤内服薬の服用

  

  アレルギー専門の病院の受診もお薦めです。もちろ

ん、薬に頼るだけでなく、ストレスの解消、睡眠の充

実やホコリの除去なども大切になってきますよ。

 

  これから、このコーナーを通じて、皆さんと接する

ことができるのを大変うれしく思います。

  「ヒゲ先生」や「クマ先生」と、患者さんから親し

み？を持って呼ばれている私ですが、どうぞよろしく

お願いします。

【問合せ】上津江診療所 ☎54－3001

花粉症テーマ

せい き

ドクターのやさしい医学

 母子健康手帳の交付

  6・13・20日㈮ 9:00～16:00

  ウェルピア１階（妊娠届出書が必要）

  ※各振興局でも行っています。（予約制）

  ４か月児健診

  10日㈫ 13:00～13:30（母子健康手帳が必要）

  市役所７階大会議室

  対象：平成22年12月20日～23年１月19日生まれ

 ７か月児健診

  11日㈬ 13:00～13:30（母子健康手帳が必要）

  市役所７階大会議室

  対象：平成22年10月生まれ

 １歳６か月児健診（個別に通知）

  17日㈫ 13:00～13:30（母子健康手帳が必要）

  市役所７階大会議室

  対象：平成21年10月生まれ

 20日㈮ 13:00～13:30

  天瀬公民館東渓分館

  対象：平成21年９月・10月生まれ

 ３歳児健診（個別に通知）

  18日㈬ 13:00～13:30（母子健康手帳が必要）

  市役所７階大会議室

  対象：平成20年１月生まれ

  20日㈮ 13:00～13:30

  天瀬公民館東渓分館

 すくすく相談（母子健康手帳が必要）

  12日㈭ 10:00～11:00 なかつえ保育園

  成人健康相談

  12日㈭ 9:30～11:30 五和公民館

  19日㈭ 9:30～11:00 西有田公民館

      9:00～11:00 ウェルピア

 ※12日は乳幼児・妊産婦健康相談も実施。

 ※健康手帳又は母子健康手帳が必要。

  ２歳６か月児歯科相談（フッ素塗布）

  12日㈭ 12:30～13:00

  大分県日田総合庁舎４階大会議室

  対象：平成20年6月～11月生まれ

  募集数：40人（先着順）

  申込方法：電話で大分県西部保健所に申込み

 ※地域保健課健康支援係では、女性特有の悩みを相

談する女性専用健康相談も受け付けています。（事

前の電話予約が必要）

地域保健課健康支援係 ☎�３０００

 大分県西部保健所 ☎�３１３３

ひょうぼう



222011. 4. 15 

・市内に引き続き１年
以上住所及び事業所
を有していること

・引き続き１年以上同
一の事業を営んでい
る中小企業者 

市内に引き続き１年以
上住所及び事業所を有
し、引き続き１年以上
同一の事業を営んでい
る中小企業者で、新た
な事業展開や新分野へ
の進出又は業態の転換
を行おうとする事業者

新事業展開

支 援 資 金

５年：2.4％
10年：2.65％

年2.0％

年2.0％

2,000万円
以内

（100万円以上）

10年以内
原則として

月賦均等返済
（据置き１年以内）

1,000万円
以内

（100万円以上）
運転資金

設備資金
10年以内

（据置き１年以内）

10年以内
（据置き１年以内）

保証協会が定める率
（0.40～1.70％）
※市が全額補助

保証協会が
定める率

（0.40～1.70％）

振興資金

中

小

企

業

振

興

資

金

資金名 融資対象 資金の使途 申込先
限度額 期間 利率

融資条件

保証料（注） 担保等

商工労政課

・市内中小企業者及び
開業予定の個人

・借入金額と同額以上
の自己資金を有して
いる個人

・市内に居住し、かつ市
内に開業予定の人又
は開業１年未満の人 

年2.0％
1,000万円

以内
（100万円以上）

７年以内
（据置き１年以内）

７年以内
（据置き１年以内）

設備資金

運転資金

設備資金

運転資金

開業資金

女性若者

起業支援

資金  

市内金融機関
0.86％

※市が全額補助

市内に住所を有し、か
つ市内に開業予定又は
開業１年未満の人であ
って、女性又は35歳未
満の人及び市内に転入
して１年未満の人 

年2.0％
※市が 
全額補助

500万円
以内

（100万円以上）
商工労政課

保証協会が
定める率
0.86％

※市が全額補助

保証協会が
定める率

（0.45～1.90％）
※市が全額補助

市内金融機関

（注）セーフティネット5号が適用された場合、0.80%以下となります。

【問合せ】商工労政課地場産業振興係 ☎２２－８２３９（市役所６階）

◆商店街活性化利子補給制度

  振興資金の設備資金及び開業資金の融資を受けて、商店街の中で店舗等の新・増改築及び施設整備、創業者が商店

街で実施する新たな創業等は、貸付利息の全額を市が補助します。詳細は、下記に問い合わせください。

  市では、緊急経済対策として平成21年度に創設した中小企業振興資金特別融資制度を、要件の一部を変更し、継

続して行います。この制度では、市が保証料の全額補助と３年間の利子補給を行います。なお、下記に掲載している

既存の日田市中小企業融資制度は、引き続き利用することができます。

 中小企業振興資金特別融資制度の概要

 ■融資対象 次の�～⑤のいずれにも該当すること

  ①市内に住所及び事業所を有していること

  ②市内に１年以上居住し、かつ、１年以上継続して同一の事業を営んでいること

  ③市税を完納していること  ④セーフティネット保証の対象業種であること

  ⑤最近３か月間の平均売上高等が、前年同期と比較して10％以上減少していること

  ※前々年同期との比較は、対象となりません。

 ■融資限度額 100万円以上1,000万円以内 ■融資期間 10年以内

 ■利率 年2.0％（市が３年間利子補給） ■保証料 保証協会が定める率（市が全額補助）

 ■担保等 原則として無担保無保証人（法人の場合は代表者を連帯保証人とする）

 ■資金使途 設備資金、運転資金 ■実施期限 平成24年３月31日融資実行分まで

 ■申込先 市内金融機関（セーフティネットの認定は商工労政課で行います）

 日田市中小企業融資制度

中小企業者の皆さんを応援します！

設備・運
転資金
事業遂行
上必要な
設備に要
する資金
とそれに
付随する
運転資金

原則として無
担保無保証人
（法人の場合
は代表者を連
帯保証人とす
る）

原則として無担
保無保証人（法
人の場合は代表
者を連帯保証人
とする）

不要（法人の
場合は代表者
を連帯保証人
とする）

不要（法人の
場合は代表者
を連帯保証人
とする）

原則として無
担保無保証人
（法人の場合
は代表者を連
帯保証人とす
る）

季節資金 振興資金に同じ
年1.7％

（変動あり）

400万円
以内

（50万円以上）

夏：５か月以内
冬：６か月以内
期日一括返済又
は月賦均等返済

運転資金
日田商工会議所
６～７月ごろ
11～12月ごろ

保証協会が
定める率

（0.41～1.86％）
※市が全額補助
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東
日
本
大
震
災
で
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
３
月
11
日
、﹁
市
長
、
見
て
く
だ
さ
い
﹂

と
い
う
職
員
の
声
に
テ
レ
ビ
を
付
け
る
と
、

愕
然
と
す
る
映
像
が
あ
り
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
津
波
の
映
像
、
な
ん
と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か
、
驚
愕
す
る
の

み
で
し
た
。

 
あ
っ
と
い
う
間
に
、
漁
船
が
岸
壁
を
越

え
、
車
が
浮
か
び
内
陸
へ
と
流
れ
る
様
を

見
て
、
言
葉
を
失
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

 
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
地
震
、
大
津
波
。

数
県
に
ま
た
が
る
広
範
囲
か
つ
甚
大
な
被

害
を
目
に
し
、
被
災
地
の
市
町
村
長
さ
ん

方
の
こ
と
を
思
う
と
、
肩
に
の
し
か
か
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
重
荷
は
如
何
ほ
ど
か

と
胸
が
痛
み
ま
す
。

 
日
田
市
と
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
協

力
し
て
い
る
水
戸
市
と
足
利
市
に
連
絡
を

し
ま
し
た
。
水
戸
市
は
市
役
所
が
使
用
不

能
で
市
民
会
館
に
機
能
を
移
転
、
足
利
市

は
停
電
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
水

戸
市
の
防
災
担
当
と
連
絡
が
取
れ
、
状
況

を
聞
く
と
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や
赤
ち
ゃ

ん
の
オ
ム
ツ
、
ミ
ル
ク
が
当
面
は
必
要
と

の
話
で
し
た
。

 
早
速
、
市
内
で
手
配
で
き
る
も
の
を
集

め
、
そ
れ
に
飲
料
水
を
加
え
て
、
３
月
16

日
に
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
送
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
が
無
事
に
着
く
か
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
28
時
間
か
け
て
無
事
水
戸
市
に

物
資
が
届
き
、
水
戸
市
長
さ
ん
か
ら
﹁
九

州
か
ら
の
支
援
に
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂
と
の
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。

 
日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
か
ら
６
名
の

隊
員
が
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
活
躍
し
ま
し

た
。
義
援
金
や
救
援
物
資
に
、
市
民
の
方

々
に
は
大
変
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

 
想
像
を
絶
す
る
被
害
で
す
が
、
被
災
地

の
皆
さ
ん
に
は
、
力
を
合
わ
せ
、
助
け
合

い
、
希
望
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 光化学スモッグ。皆さんも一度は聞いたことがある

のではないでしょうか。

 工場からの煙や自動車の排気ガスなどに含まれてい

る窒素酸化物や炭化水素などが、太陽の紫外線により

光化学反応を起こし「光化学オキシダント」という物

質が発生し、その濃度が高くなると、空に白くモヤが

かかったようになる「光化学スモッグ」が発生

します。

 近年、光化学オキシダント濃度は全国的に

上昇する傾向で、日田市でも平成19年ごろか

ら濃度が高い日があり、その要因の一つとし

て大陸からの越境汚染が関係するのではない

かともいわれています。 

どんなときに発生するの？
 主に春から秋にかけて日差しが強く、

気温が高い、風の弱い気象条件のときに

多く発生します。

発生するとどうなるの？
 目や呼吸器などの粘膜を刺激して、

健康被害が発生することがあります。

・主な症状 目がチカチカする・異物感、

 のどの痛み、せき、吐き気、頭痛など

どんなことに気をつけたらいいの?
 症状を感じたら、十分な洗眼やうがい等を行い、外

出や屋外での激しい運動を避けてください。症状が回

復しないときは、早めに医師の診察を受けましょう。

 大気中のオキシダント濃度が一定以上になると、大

分県から注意報・警報が発令され、市では、防災無線

等を通じて皆さんにお知らせします。

  また、環境省では、１時間ごとの大気汚染の状況

  をデータ収集し、インターネットサイト「そらま

   め君」（環境省大気汚染物質広域監視システム）

   でその情報をお知らせしています。このサイト

   では、パソコンと携帯電話から、光化学オキシ

   ダントの濃度や注意報の発令状況などを確認す

   ることができ、日田市では、大分県西部振興局

    で測定を行っています。

       これからの季節、晴れた風のない日中

      は、特に光化学オキシダントが発生しや

      すくなりますので、外出されるときは天

      気予報のほかに、光化学オキシダント情

      報にも注意してください。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
・
関
係
者
の
皆
様
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

【問合せ】水郷ひたづくり推進課水環境係 ☎�８３５７（市役所２階）

光化学オキシダント（スモッグ）に注意しましょう

考えてみよう 環境のこと。水
郷

卯
月
の
陽
ざ
し

き
ょ
う
が
く

い
 
か

が
く
ぜ
ん
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⑳

天
瀬
方
面
団
第
３
分
団

  

 
私
た
ち
の
担
当
す
る
出
口
地
域
は
、

以
前
は
２
つ
分
団
が
あ
っ
た
ほ
ど
広

い
地
域
で
す
。
機
械
班
、
火
消
班
、

用
水
班
、
救
護
班
の
４
班
に
分
か
れ

て
お
り
、
35
人
の
団
員
と
２
台
の
積

載
車
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
団
員
の
多
く
は
会
社
員
で
す
が
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
や
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
時
の
原
野
監
視
な
ど
、

日
々
の
防
火
活
動
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
住
民
と
共
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

  

３
月
に
新
し
い
積
載
車
も
導
入
さ

れ
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ま
す
ま
す
消
防
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域の皆さんと共に頑張ります

﹁
隈
川
雑
詠
﹂
 
瀬
淡
窓 

詩
 

観
音
閣
上
晩
雲
帰
 
 
 
 
観

音

閣

上

 
晩
雲
帰
り

 

忽
有
鐘
声
出
翠
微
 
 
 
 
忽
ち
 
鐘

声

の
翠
微
を
出
づ
る
有
り

 

沙
際
争
舟
人
未
渡
 
 
 
 
沙
際

 
舟
を
争
い
て
 
人
未
だ
渡
ら
ず

 

双
双
白
鷺
映
江
飛
 
 
 
 
双
双
た
る
白
鷺
 
江
に
映
じ
て
飛
ぶ

 

 
夕
暮
れ
に
な
り
、
慈
眼
山
の
観
音
堂
の
上
に
夕
映
え
の
雲
が
静
か
に
流
れ
て
い
く
こ
ろ
、
思
い
が

け
な
く
寺
の
鐘
の
音
が
、
山
の
緑
色
の
も
や
の
中
か
ら
響
い
て
き
た
。

 

岸
辺
の
砂
浜
で
は
、
家
路
を
急
ぐ
人
た
ち
が
争
っ
て
舟
に
乗
り
、
対
岸
へ
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
。

 

そ
の
時
、
二
羽
並
ん
だ
白
鷺
が
、
清
く
澄
ん
だ
川
流
れ
の
上
に
真
っ
白
な
姿
を
映
し
な
が
ら
飛
ん
で

い
く
。

︻
作
品
評
︼
 
日
本
一
有
名
な
淡
窓
先
生
の
三
隈
川
の
景
勝
を
詠
ん
だ
作
。
字
の
大
小
、
行
の
ゆ

 
れ
、
潤
滑
等
を
配
慮
、
達
者
な
作
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
作
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
分
県
美
術
協
会
書
道
部
会
長
 
藤
井
青
霄
 

第6回 日田市美術展 日田市議会議長賞受賞作品

       「漢字」（春岳）
                   武石 剛さん（朝日町）の作品

か
ん
の
ん
か
く
じ
ょ
う

た
ち
ま
ち

さ
さ
い

そ
う
そ
う

し
ら
さ
ぎ

は
く
ろ

こ
う

ふ
ね

し
ょ
う
せ
い

す
い
び

ば
ん
う
ん


